
平
成
十
年
十
一
月
二
十
日
受
領 

答

弁

第

二

六

号 

      

衆
議
院
議
員
山
本
孝
史
君
提
出
精
神
科
医
療
の
実
態
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
四
三
第
二
六
号 

平
成
十
年
十
一
月
二
十
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 

三 

 

一 

 



 

一
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
国
立
療
養
所
犀
潟
病
院
の
事
案
（
以
下
「
犀
潟
病
院
事
案
」
と
い
う
。
） 

 
 

を
踏
ま
え
、
厚
生
省
に
お
い
て
、
精
神
病
床
を
有
す
る
国
立
病
院
及
び
国
立
療
養
所
三
十
六
施
設
（
以
下
「
国
立
精
神
療
養

所
等
」
と
い
う
。
）
の
開
設
者
と
し
て
、
全
て
の
国
立
精
神
療
養
所
等
に
つ
い
て
、
入
院
患
者
の
隔
離
や
身
体
的
拘
束
の
実 

 

態
を
把
握
し
、
こ
の
よ
う
な
事
案
の
再
発
防
止
及
び
国
立
精
神
療
養
所
等
の
入
院
患
者
へ
の
適
正
な
処
遇
を
確
保
す
る
た
め

に
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
緊
急
か
つ
正
確
に
調
査
を
行
う
た
め
、
そ
の
対
象
を
平
成
九
年
九
月
一
日
か
ら
本
年
八
月
三
十

一
日
の
一
年
間
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
動
の
制
限
を
受
け
た
患
者
と
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
れ
ら
の
国
立
精
神
療
養
所
等
に
つ
い
て
は
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
精
神
保
健
福
祉
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
に
基
づ
く
都
道
府
県
（
地
方 

 
 

自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か 

 

ら
の
立
入
検
査
（
以
下
「
立
入
検
査
」
と
い
う
。
）
が
原
則
と
し
て
毎
年
一
回
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
検
査 

 
 

に
よ
る
事
実
の
把
握
や
必
要
な
指
導
等
が
こ
れ
ら
の
都
道
府
県
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
山
本
孝
史
君
提
出
精
神
科
医
療
の
実
態
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

一
の
（
三
）
に
つ
い
て 

二
の
（
一
）
に
つ
い
て 

     

御
指
摘
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
国
立
精
神
療
養
所
等
に
お
け
る
適
正
な
精
神
科
医
療
の
実
施
の
確
保
等
に
資

す
る
た
め
、
厚
生
省
に
お
い
て
、
別
紙
の
資
料
に
よ
り
、
本
年
十
一
月
十
八
日
に
公
衆
衛
生
審
議
会
精
神
保
健
福
祉
部
会
に

お
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
同
日
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

本
年
十
月
一
日
現
在
の
御
指
摘
の
八
十
四
の
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
お
け
る
精
神
保
健
指
定
医
の
数
は
、
次
の
表
の
と

お
り
で
あ
る
。 

① 

国
立
大
学 

四 

 



 

 

             

五 



 

           
② 

公
立
大
学 

国
立
大
学
附
属
病
院
計
二
百
九
十
八
人 

六 

 



 

           
③ 

私
立
大
学 

公
立
大
学
附
属
病
院
計
六
十
九
人 

七 

 



 

            

私
立
大
学
附
属
病
院
計
二
百
八
十
六
人 

八 

 



 

二
の
（
二
）
に
つ
い
て 

②
に
つ
い
て 

①
に
つ
い
て 

文
部
省
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
八
十
四
の
大
学
医
学
部
附
属
病
院
か
ら
、
直
近
の
立
入
検
査
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
、
精
神
保
健
福
祉
法
及
び
同
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
三
十
一
号
）

に
違
反
す
る
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
事
案
は
、
平
成
九
年
九
月
か
ら
本
年
十
月
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
四
十

五
件
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
御
指
摘
の
事
項
に
よ
る
内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

ウ 

四
週
間
を
超
え
て
保
護
者
を
選
任
せ
ず
に
入
院
さ
せ
て
い
た
も
の 

二
件 

ア 

医
療
保
護
入
院
の
必
要
性
の
判
断
を
精
神
保
健
指
定
医
以
外
の
者
が
行
っ
て
い
た
も
の 

一
件 

イ 

患
者
が
未
成
年
者
の
場
合
に
保
護
者
で
あ
る
父
母
双
方
の
同
意
を
と
ら
な
か
っ
た
も
の 

三
件 

エ 

医
療
保
護
入
院
に
係
る
届
出
が
遅
延
し
て
い
た
も
の 

十
件 

措
置
入
院
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
、
定
期
の
報
告
が
遅
延
し
て
い
た
も
の 

一
件 

医
療
保
護
入
院
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
が
指
摘
さ
れ
た
。 

九 

 



 

⑤
に
つ
い
て 

③
及
び
④
に
つ
い
て 

オ 

医
療
保
護
入
院
に
係
る
届
出
に
書
面
の
不
備
が
あ
っ
た
も
の 

三
件 

ア 

電
話
又
は
面
会
の
制
限
を
行
っ
た
場
合
に
、
診
療
録
に
必
要
な
記
載
事
項
の
一
部
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の 

二
件 

ア 

診
療
録
に
必
要
な
記
載
事
項
の
一
部
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の 

六
件 

イ 

精
神
病
院
に
入
院
中
の
患
者
に
対
す
る
十
二
時
間
を
超
え
る
隔
離
を
精
神
保
健
指
定
医
で
な
い
医
師
の
判
断
で
行
っ 

て
い
た
も
の 

二
件 

キ 

保
護
者
の
選
任
が
行
わ
れ
た
場
合
に
改
め
て
告
知
を
行
わ
な
い
等
手
続
に
瑕
疵

か

し

の
あ
っ
た
も
の 

六
件 

カ 
医
療
保
護
入
院
者
に
対
し
入
院
時
に
告
知
す
る
書
面
や
入
院
時
に
告
知
を
行
わ
な
か
っ
た
者
の
診
療
録
に
必
要
な
記 

載
事
項
の
一
部
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の 

四
件 

入
院
患
者
の
電
話
、
信
書
、
面
会
等
の
制
限
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
が
指
摘
さ
れ
た
。 

入
院
患
者
の
隔
離
及
び
身
体
的
拘
束
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
が
指
摘
さ
れ
た
。 

一
〇 

 



 

①
か
ら
⑤
ま
で
以
外
の
も
の
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

一
部
の
精
神
病
院
に
お
い
て
精
神
保
健
福
祉
法
に
違
反
す
る
事
案
が
い
ま
だ
に
発
生
す
る
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。 

こ
の
た
め
、
厚
生
省
に
お
い
て
は
、
精
神
病
院
に
対
す
る
立
入
検
査
の
在
り
方
の
見
直
し
を
行
い
、
都
道
府
県
知
事
（
地

方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
の
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
行
う
立
入
検
査
に
つ
い
て
は
、 

「
精
神
病
院
に
対
す
る
指
導
監
督
等
の
徹
底
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
年
三
月
三
日
付
け
障
第
百
十
三
号
・
健
政
発
第
二
百
三 

十
二
号
・
医
薬
発
第
百
七
十
六
号
・
社
援
第
四
百
九
十
一
号
厚
生
省
大
臣
官
房
障
害
保
健
福
祉
部
長
、
健
康
政
策
局
長
、
医 

イ 

地
方
法
務
局
人
権
擁
護
主
管
部
局
等
の
電
話
番
号
を
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
掲
げ
る
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た 

も
の 

三
件 

任
意
入
院
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
、
任
意
入
院
者
の
退
院
を
制
限
し
た
場
合
に
、
診
療
録
に
必
要
な
記
載
事
項
の
一
部 

 

が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
告
知
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の 

二
件 

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
後
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。 

一
一 

 



 

     

さ
ら
に
、
精
神
保
健
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
七
十
四
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定
を
受
け
、
公

衆
衛
生
審
議
会
精
神
保
健
福
祉
部
会
等
に
お
い
て
精
神
保
健
福
祉
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
検
討
を
現
在
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
検
討
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
正
な
精
神
科
医
療
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し

て
い
る
。 

薬
安
全
局
長
、
社
会.

援
護
局
長
通
知
）
に
お
い
て
、
立
入
検
査
に
際
し
て
は
最
小
限
の
予
告
期
間
で
行
う
こ
と
や
精
神
保 

 
健
福
祉
法
第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
精
神
保
健
指
定
医
に
も
検
査
を
行
わ

せ
る
こ
と
等
を
都
道
府
県
知
事
に
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
厚
生
省
が
直
接
行
う
立
入
検
査
に
つ
い
て
は
、
そ
の
回
数
を

増
加
す
る
等
の
監
視
指
導
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
二 

 



 

 

             

一
三 



 

 

             

一
四 



 

 

             

一
五 



 

 

             

一
六 


